
本邦ブレインバンクの基盤を形成するプリオン病
サーベイランス

解 説

1. プリオン病は変性疾患のプロトタイプと現在考えられている。

2. プリオン病サーベイランスは全国の神経学会員、神経病理学会の協力の
下、臨床、バイオマーカー、画像、ゲノム解析、剖検病理診断、Western 
blot、齧歯類への伝播実験による診断システムを構築してきた。

3. これは本邦ブレインバンクネットワークにおける神経病理診断の基盤を形
成することで、国際的に高い評価を得ることに貢献している。
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